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農業と介護の両立のおける現状と課題
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　【目的】農家にとっては、介護が必要になった際に、育児・介護休業制度のように家族の
誰かが介護に専念できるような環境の整備が遅れている。そのため農業を営みながらの介

護において、身体的にも精神的にも負担のない、そして経済的にも安定した生活を送るこ

とができるためには何が必要なのであろうか。本研究では、農業の盛んな栃木県湯津上村
を事例として取り上げ、同村における農業と介護の両立の問題と今後の課題を明らかにす

ることを目的とする。
　【方法】農業の現状を把握するために「国勢調査報告」「農業センサス」「栃木県統計年

鑑」を用い統計的に分析を行なう。また、湯津上村とその周辺での市町の行政、社会福祉
協議会、改良普及員へのヒアリングを通して、介護に関する福祉サービスの実態を把握す

る。更に、同村内の被介護者とその家族を対象にヒアリングを行ない考察する。

　【結果】湯津上村の特徴としては、総世帯数に占める総農家数の割合が高いこと、多世代
同居の世帯が多いこと、高齢化が進行していることが挙げられる。ヒアリングの結果から

①地域のつながりが強く、農村特有の社会習慣が残っている。②介護は家事の延長線上と
考えられている傾向にある。③介護者も被介護者も在宅での介護を希望している。その背

景には農業は個人経営であるため、日常生活の大部分を自宅やその周辺で過ごすことが多
いこともある。しかし農繁期においての介護が困難になるという現実がある。これに対し

ては農繁期を中心とした介護との両立を図る体制が望まれる。そのための課題と改良普及

員の果たすべき役割を提起したい。
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ねたきり老人の家庭介護実態と
　　介護者の意識 佐藤　慶子（山形大）

目的　介護保険法実施(平成12年４月)前段階として、要介護老人をかかえる家庭のニーズ

　　の焦点、経済的負担をめぐる希望などの状況を山形をモデルに調査したものである。

方法　県下44の市町村のうちから、ねたきり老人の発生の高い地域、低い地域、中間的な

　　地域を選んで、市町村の老人保健担当部署の紹介により、調査対象を選定。調査は、

　　質問紙を郵送し後日調査者が面接。

結果　調査は平成12年３月まで継続中であるが、参考になると思われる例を紹介したい。

　ケースA : 7Q歳男性、介護者妻、４年前急性の脳梗塞で倒れ、左半身麻庫。週２回ディ

サービス、入浴・リハビリ、週１日訪問看護、週１日ホームヘルパーによる自宅入浴、と

週４日のサービス利用。介護者は交通事故の後遺症があるため、(自分の共済年金あり)、

１日も早く介護保険実施を要望。

　ケースＢ:77歳女性、介護者夫、せき椎の手術と脳梗塞で、２級障害の認定を受けてい

る。今は小康状態で男手で何とか介護、できれば介護保険の適用を受けたいが、年金生活

で自己負担分に多少の不安あり。

　ケースＣ:89歳女性、介護者長男の妻、家族は、介護者夫婦、老人、息子の４人。老人

は軽い痴呆と身体全体の老化で週２日のディサービスが楽しみ。介護者は、家の農業、家

事と老人の世話で過労気味。夫は土木業手伝い、息子はサラリーマン。介護保険の施行で

何とか介護を乗り切りたいと思うが息子に妻がないのが手替りのない苦しさ。


